
 

 

 

 

令 和 ５ 年 度 

 

八代市議会総務委員会記録 
 

 

 

 

 

 

審 査 ・ 調 査 案 件  

 

１．９月定例会付託案件 …………………………… １ 

１．所管事務調査 ……………………………………１４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 9 月 2 7 日（水曜日）



 

－1－

総務委員会会議録 

 

令和５年９月２７日 水曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時０２分閉議（実時間６０分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第７０号・令和５年度八代市一般会計

補正予算・第６号（関係分） 

１．議案第８５号・令和５年度八代市一般会計

補正予算・第７号 

１．議案第７３号・専決処分の報告及びその承

認について（令和５年度八代市一般会計補

正予算・第５号（関係分）） 

１．議案第７４号・財産の無償譲渡について

（鏡町下村字屋敷の土地） 

１．議案第７６号・訴えの提起について 

１．所管事務調査 

 ・行財政の運営に関する諸問題の調査 

 ・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調

査 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  古 嶋 津 義 君 

副委員長  橋 本 貴 喜 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  髙 山 正 夫 君 

委  員  堀   徹 男 君 

委  員  村 川 清 則 君 

委  員  山 本 敬 晃 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 財務部長       谷 脇 信 博 君 

  財務部次長     岩 瀬 隆 敏 君 

  理事兼財政課長   中 村 光 宏 君 

  財産経営課長    塩 塚 将 朗 君 

 健康福祉部 
 
  健康福祉部次長 
            梅 野 展 文 君 
  （福祉事務所次長兼務） 
 

 総務企画部 

  デジタル推進課長  田 中 博 之 君 

  国際課長      秋 田 大 助 君 

  理事兼危機管理課長 増 田 智 郁 君 

部局外 

  会計管理者兼会計課長 丸 山 尊 司 君 

                              

○記録担当書記     松 﨑 広 平 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（古嶋津義君） それでは、定刻とな

り、定足数に達しましたので、ただいまから総

務委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。な

お、令和２年７月豪雨に関連する予算、事件、

条例案等につきましては、特別委員会に付託と

なりますので、御承知おき願います。 

                              

◎議案第７０号・令和５年度八代市一般会計補

正予算・第６号（関係分） 

○委員長（古嶋津義君） それでは、最初に予

算議案の審査に入ります。 

 まず、議案第７０号・令和５年度八代市一般

会計補正予算・第６号中、当委員会関係分を議

題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳入等及び歳出の第２款・総務費

について、財務部から説明を願います。 

○財務部長（谷脇信博君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）財務部の谷脇でございます。よろしく

お願いいたします。 
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 今、御案内ありました議案第７０号・令和５

年度八代市一般会計補正予算・第６号関係分、

歳入及び歳出の総務費を財務部岩瀬次長より説

明いたさせます。よろくしお願いいたします。 

○財務部次長（岩瀬隆敏君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）財務部の岩瀬でございます。よろしくお願

いいたします。失礼しまして、着座にて説明い

たします。 

 それでは、お手元のタブレットにて、議案第

７０号・令和５年度八代市一般会計補正予算・

第６号をお願いいたします。 

 １ページをお願いします。 

 まず、第１条、歳入歳出予算の総額でござい

ますが、歳入歳出それぞれ１億１１６０万円を

追加し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ６４

７億９８６０万円としております。 

 また、第２条で地方債の補正をお願いしてお

りますが、内容につきましては、４ページをお

願いいたします。 

 第２表、地方債補正でございます。表中、災

害復旧事業は、補正前の限度額６億７７６０万

円に６５０万円を追加し、補正後の限度額を６

億８４１０万円としております。 

 なお、詳しい内容は後ほど歳入、款２２・市

債で説明をいたします。 

 それでは、まず、歳入を説明いたします。８

ページをお願いします。 

 上段の表、款１１、項１、目１、節１・地方

交付税では３０７２万３０００円を追加してお

りまして、今回の補正予算の一般財源でござい

ます。 

 次に、下段の表、款１５・国庫支出金、項

１・国庫負担金、目２・民生費国庫負担金、節

１・社会福祉費負担金で、国民健康保険産前産

後保険税負担金４３万７０００円を追加してお

ります。これは、健康保険法の改正により、産

前産後期間の保険税が免除されることに伴い、

免除相当額を負担する国の負担金で、交付率は

２分の１でございます。 

 次の目３・衛生費国庫負担金、節１・保健衛

生費負担金では、新型コロナウイルス予防接種

健康被害給付費負担金４４５５万８０００円を

追加しております。これは、予防接種後の健康

被害救済制度における国の認定に伴う給付に必

要な経費を追加するもので、全額国の負担金で

ございます。 

 次の目５・災害復旧費国庫負担金、節１・公

共土木施設災害復旧費負担金では、９５３万８

０００円を追加しております。これは、市道腰

越～平線の災害復旧工事に要する経費に係る国

の負担金で、交付率は１０分の６.６７でござ

います。 

 ９ページをお願いします。 

 上段の表、項２・国庫補助金、目１・総務費

国庫補助金、節１・総務管理費補助金では、デ

ジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推

進）４０８万１０００円を追加しております。

これは、仮称八代うまいアサリ漁業協議会によ

るアサリ漁業Ｖ字回復に向けた漁獲量の拡大

と、収益向上を図る事業の対象経費に係る国の

交付金で、交付率は２分の１でございます。 

 次に中段の表、款１６・県支出金、項１・県

負担金、目１・民生費県負担金、節１・社会福

祉費負担金で、国民健康保険産前産後保険税負

担金２１万８０００円を追加しております。こ

れは、先ほど国庫負担金で申しました産前産後

期間の保険税免除相当額を負担する県の負担金

で、交付率は４分の１でございます。 

 次に下段の表、項２・県補助金、目２・民生

費県補助金、節２・児童福祉費補助金で、熊本

県子どもの貧困対策推進事業費補助金７５万円

を追加しております。これは、県による子ども

食堂支援枠が拡充されたことに伴い、対象とな

る市内５団体に食材費や運営費として１団体１

５万円を上限とする補助に必要な経費を追加す
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るもので、全額県の補助金でございます。 

 次の目４・農林水産業費県補助金、節１・農

業費補助金では、９７９万５０００円を追加し

ております。このうち、説明欄１つ目のくまも

と土地利用型農業競争力強化支援事業費補助金

９４１万５０００円は、米、小麦等の土地利用

型農業の競争力強化のため、営農組織の規模拡

大や生産コストの低減を図る２経営体のコンバ

イン等の農業用機械の導入に要する対象経費の

一部を補助するもので、全額県の補助金でござ

います。 

 説明欄２つ目の県産麦安定生産体系構築支援

事業補助金３８万円は、１経営体の小麦の農業

用機械導入経費の一部を補助するもので、全額

県の補助金でございます。 

 １０ページをお願いします。 

 上段の表、目７・教育費県補助金、節５・幼

稚園費補助金の、園務改善のためのＩＣＴ化支

援事業補助金で４５０万円を追加しておりま

す。これは、市内公立幼稚園６園において、業

務の効率化による事務負担軽減及び教育の質の

向上を図るため、ＩＣＴの活用に必要なネット

ワーク環境整備に要する対象経費の一部を補助

する県の補助金で、交付率は４分の３でござい

ます。 

 次に中段の表、項３・委託金、目６・教育費

委託金、節３・幼稚園費委託金の幼児教育推進

事業委託金で５０万円を追加しております。こ

れは、幼児教育の質の向上を目的とした、一体

的な体制整備及びアドバイザーの派遣に必要な

経費に係る県の委託金でございます。 

 次に下段の表、款２２、項１・市債で目９・

災害復旧債、節２・公共土木施設災害復旧債で

道路橋梁施設災害復旧事業６５０万円を追加し

ております。これは、先ほど国庫支出金で申し

ました、市道腰越～平線の復旧工事に要する経

費の一部に充てるもので、充当率９０％の災害

復旧事業債でございます。 

 以上が歳入の説明でございます。 

 引き続き、歳出の総務費を説明いたします。

１１ページをお願いします。 

 上段の表、款２・総務費、項１・総務管理費

で、上から、目１・一般管理費は、説明欄の、

台湾基隆市友好交流事業として１８０万５００

０円を追加しております。これは、友好交流協

定締結から５周年の節目となる記念行事とし

て、本市を訪問される基隆市民使節団の受入れ

に関する経費として、節７・報償費の４６万７

０００円は、通訳謝礼や市民使節団等への記念

品代、節１０・需用費の７５万４０００円は、

歓迎レセプションなど、節１２・委託料の４７

万９０００円は、記念写真アルバム作成などで

ございます。来月２０日から２１日にかけて、

基隆市長はじめ、議長を含む市民使節団７０名

が訪問されるところでございます。 

 次の目３・会計管理費は９１万３０００円を

追加しております。これは、市税等の収納を代

理する金融機関から指定金融機関への口座振替

データの送信において、熊本銀行など６行が使

用していたＩＳＤＮ回線が廃止されることか

ら、回線の切替えのための新たな手数料など運

用に係る経費でございます。 

 次の目６・情報推進費は、説明欄のデジタル

化推進事業として７５万円を追加しておりま

す。これは、デジタル技術を活用して本市の地

域課題の解決を支援する、やつしろ×Ｔｅｃｈ

コンソーシアムが事業主体となって、県の地域

づくり夢チャレンジ推進補助金を活用した、や

つしろデジタル活用サポート事業について、事

業主体であるコンソーシアムの自己負担分を補

助するものでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 
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○委員（山本敬晃君） ちょっと歳入のところ

なんですけども、熊本県子どもの貧困対策推進

事業費補助金のとこで、これ５団体分の７５万

円ですかね、と思うんですけども、これは５団

体分しか出なかったのか、それとも対象団体が

もう５団体だったから、５団体分を申請された

のか、ちょっとそこを教えていただきたいで

す。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（梅

野展文君） 皆さん、おはようございます。

（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）健康

福祉部の梅野でございます。 

 ただいま山本委員の御質問ですが、市内に５

か所ということであります。現段階で設置され

ているのが５か所ということでございます。 

○委員（山本敬晃君） ん、５か所……。５団

体……。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（梅

野展文君） はい、５団体です。 

○委員（山本敬晃君） ああ、で、５団体分を

申請してる。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（梅

野展文君） そうです。 

○委員（山本敬晃君） 分かりました。上限と

かないんですか。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（梅

野展文君） 上限というかですね、条件がござ

います。回数に応じて金額が決まっておりまし

て、４回から１０回、年間のですね──が５万

円。それと１１回から２０回が１０万円、２１

回以上が１５万円ということで、この５団体と

もに２１回以上、年間予定されておられますの

で、１５万円ということで予定をしてるところ

でございます。 

○委員（山本敬晃君） これ、その該当する団

体が、今後また新たな団体等が出てきたら、ま

たそれは、その団体とかも申請があったら、そ

れは申請できる……。 

○健康福祉部次長（福祉事務所次長兼務）（梅

野展文君） そうですね。実施に関しまして

は、今年度１０月からということですので、１

０月以降、そういうところがあればというとこ

ろでございますので。 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。ほ

かにございませんか。 

○委員（堀 徹男君） 会計管理事務事業につ

いて、まずお聞きしますけど、ＩＳＤＮ回線が

廃止されるということで、９１万３０００円。

それは、今まで使ってた分に対して新しい回線

にするために今回だけ出る９１万３０００円な

のかというのと、そもそもこの運用に係る経費

というのはどれぐらいかかってるんですかね。 

○会計管理者兼会計課長（丸山尊司君） こん

にちは。会計課、丸山です。 

 ただいま、委員の御質問でございますけれど

も、この今回の補正予算、１回限りの部分につ

きましては、初回手数料というのが今回かかり

ます。その部分は１回限りなんですけども、月

額手数料というのがありまして、その部分につ

いては来年度以降もかかってくるということ

で、今年度、結局９月からの分を補正をしてお

りますけれども、９月からの分、初回手数料と

月額手数料合わせて９１万３０００円というと

ころで、今回、補正を上げてるところです。 

 月額手数料につきましては、銀行によって少

し違うんですけれども、月２万円であるとか、

１万円であるとか、あと５０００円のところ等

もございます。銀行によって、ちょっとばらば

らになってるというところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） はい、ありがとうござ

いました。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

○委員（堀 徹男君） デジタル化推進事業に

ついて伺います。 
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 事業主体の、そもそも、やつしろ×Ｔｅｃｈ

コンソーシアムですか、これ自体がちょっとよ

く分からないんですけど、どんな団体さんなん

でしょうか。 

○デジタル推進課長（田中博之君） おはよう

ございます。デジタル推進課の田中でございま

す。 

 委員お尋ねの、やつしろ×Ｔｅｃｈコンソー

シアムという名称でございますけども、こちら

のほうはですね、デジタル技術を活用しまし

て、本市のですね、地域の課題解決に向け、企

業とですね、あと教育機関、あと行政機関と金

融機関などのですね、多様な主体によっての連

携によりまして、デジタル化に向けた取組を支

援することを目的として、令和４年の４月に発

足しております。こちらの事務局のほうをです

ね、本市のデジタル推進課が中心となりまし

て、市内事業者等のですね、地域課題に関しま

す相談に対して、専門的知見からですね、助言

提案を行う取組のほうを行っております。 

 ちなみにデジタルのですね、知見を持ち合わ

せました民間事業者が１１者、あと教育機関の

ほうが大学等３団体、あと行政機関が本市を含

めて４団体、以上１８者のほうでですね、構成

をしております。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） 団体の構成を教えてい

ただいたところなんですけど、今回の事業につ

いては、県の地域づくり夢チャレンジ推進補助

金をまず取られてるということで、事業の総額

とですね、引けば分かるんでしょうけど、地域

づくり夢チャレンジ推進補助金だけじゃなく、

自己負担がない事業というのもなかなか見ない

なというのがありますので、まずその点につい

て。 

○デジタル推進課長（田中博之君） 今回ので

すね、総額なんですけども、やつしろデジタル

活用サポート事業としまして、総額３００万円

で行う予定としております。こちらのほうの県

のですね、交付割合なんですけど、４分の３、

２２５万円の交付決定のほうを受けておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） いろんな形の補助金と

いうのがあると思うんですけど、あとのページ

も見たりするとですね、一定の団体に対する補

助の割合、事業費の総額の４分の３とか、今お

っしゃいましたけど、残りの自己負担分に対し

ても、また、市からの補助金が出せるというこ

とで、実質、事業主体にとっては自己負担ゼロ

でできてるのかなと。これは、財政のほうにも

ちょっとお尋ねしたいんですけど、そういった

補助金のやり方というか、方法というのは、今

までにもあまりないような例なのかなって思っ

たんですけれども、まずその点についてです

ね。これは、どちらがお答えになるか分かりま

せんけど、補助金の在り方ということになりま

すかね。 

○理事兼財政課長（中村光宏君） 財政課の中

村でございます。よろしくお願いいたします。 

 この補助金につきましてはですね、直接やつ

しろ×Ｔｅｃｈコンソーシアムのほうに補助が

行きますので、その事業からの不足分というの

を直接補助するような形を取っております。 

 補助金につきましては、直接市に入ってきて

総額を出す補助金と、それから直接事業主体の

ほうに行く補助金がありますので、それによっ

て金額の計上の仕方は変わりますけれども、補

助金につきましてはですね、これが実際に市の

ためになるような補助金であれば、補助の交付

要項を作成しまして補助を出すというような形

になります。 

 以上です。 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい、分かりました。

ということを伺った上でですね、先ほど説明が
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あったように、市民に対する還元ですよね、自

治体に対する。どういった還元がされるのかと

いうのをもう一回詳しくお尋ねをしたいと思う

んですけど。 

○デジタル推進課長（田中博之君） 今回です

ね、事業としましては２点ですね、計上のほう

してるんですけども、まず、デジタル活用マッ

チングサポート事業としまして、こちらのほう

は企業さんのですね、ネットリテラシーの向上

であったり、あとリモートワークの導入方法で

すね。あと、ビジネスでのＳＮＳの活用などの

ですね、講座の開催であったり、初歩的なです

ね、質問から高度なＩＣＴ機器の活用方法など

のですね、幅広い相談体制ということで、機会

のほうを設けたいと。 

 その効果としましてですけども、業務のです

ね、効率化、生産性につながるようなデジタル

技術をですね、習得を支援することでデジタル

化の浸透を図るというのとですね、あと受講者

同士のですね、リテラシーの向上とともに、参

加者間の交流やビジネスマッチングの機会、こ

ちらの機会の創出をですね、図っていきたいと

いうふうに考えております。 

 もう一点ですね、地域課題解決ＤＸ支援事業

としましては、こちらのほうはですね、市内事

業者から募集しました課題に対しまして、コン

ソーシアムの構成委員がですね、提案しました

デジタル技術の活用によってですね、解決策の

マッチングによる実証の実施を行うものであり

ます。 

 こちらのほうの効果としましては、まず、事

業者とですね、コンソーシアムが連携しまして

課題解決ということで、成功事例をですね、創

出しまして、その事例をですね、地域に広めて

いくことを目的としております。その後です

ね、市内の事業者間で広まった後、このコンソ

ーシアムのですね、対して積極的に相談の体制

であったり、助言等が行われるような関係性を

ですね、築き上げていく中で、民間同士のです

ね、新たなビジネスにつなげていき、地域産業

の活性化であったり、交流人口のですね、さら

なる促進をですね、推進していきたいというふ

うに考えております。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） よく理解できましたの

で、はい、ありがとうございました。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

○委員（山本敬晃君） 台湾基隆市友好交流事

業についてなんですけども、歓迎レセプション

を開催されるということですが、その詳細と、

あとここに食糧費、委託料、入場料でですね、

レセプションの食事等だったり、記念写真アル

バム作成とありますけども、これは受入れをさ

れる台湾の方々に対してのみ出されるものでし

ょうか。交流事業なんで、こちらの本市側の参

加者の方もいらっしゃると思うんですけど、そ

ちらには出さないのか。ちょっとそこを確認さ

せていただきたいです。 

○国際課長（秋田大助君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

国際課の秋田でございます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 まず山本委員お尋ねの、歓迎レセプションの

内容でございますけれども、歓迎レセプション

は１０月２０日の夕方にですね、ホワイトパレ

スで実施する予定にしております。 

 内容といたしましては、中村市長の御挨拶で

あったり、基隆市からの御挨拶であったり、あ

とはくまモンもサプライズで登場するという予

定にしておりまして、あとは記念品の交換であ

ったりというところで、主に会食の予定をして

いるところでございます。その際にですね、参

加者全員の記念撮影をしまして、それをアルバ

ムにして配付するという予定にしております。 

 食糧費のほうでございますが、基隆市側の出
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席者、あと市からもですね、出席する予定にし

ております。市の行政側の関係部の出席を予定

しておりますので、そちらの負担も公費で負担

するような形でお願いをしているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○委員（山本敬晃君） その歓迎レセプション

の参加者については、本市の行政関係者のみと

いう形ですかね。それとも何か、一般市民にそ

ういう告知というか、あとはいろんな団体とか

に限って募集されるのか、ちょっとそこも確認

させていただきたい。 

○国際課長（秋田大助君） 歓迎レセプション

の出席者でございますが、基隆市側の出席者の

ほか、八代市側としましては、行政の関係者、

あと来賓として市議会の方々ですね。あと、そ

のほかに来賓としまして、八代商工会議所、八

代市商工会、八代経済開発同友会、八代青年会

議所さん、あと基隆市のほうにロータリークラ

ブがございますけれども、そのロータリークラ

ブと交流があります八代南ロータリークラブと

八代東ロータリークラブと、台湾のですね、領

事館、福岡にございますけども、その福岡の領

事館からも来賓として御出席をいただく予定で

ございます。 

 以上でございます。 

○委員（山本敬晃君） 最後ちょっとあと１点

だけなんですけど、入場料で松浜軒、博物館等

とありますけども、それは何か市内観光をされ

ると思うんですけど、そこはもう台湾の方だ

け。もしくは、こちらからも交流という形で、

本市側から何人か一緒に観光というか、回られ

るのか、ちょっとそこを最後に伺いたいです。 

○国際課長（秋田大助君） 市内の施設、回ら

れる御予定はですね、まず、全体の行程につい

てちょっと御説明を申し上げますけれども、今

回、台湾の基隆市から市民使節団来られます

が、日本にはですね、２０日に来られて２４日

までいらっしゃいます。そのうち、八代には２

０日と２１日に来られる予定です。２０日、八

代に来られまして、市長の表敬をされまして、

その後、夕方に歓迎レセプションをする予定で

ございます。そのまま八代にお泊まりになられ

まして、翌２１日に市内の観光をする予定でご

ざいます。夕方から花火大会を観覧していただ

くという予定です。そのまま熊本に行って、熊

本にお泊まりになって、そのほか熊本市内であ

ったり、福岡市内を観光されて２４日に帰ると

いう予定でございますが、その中で２１日、市

内の観光時については、基隆の方たちだけで回

られるという予定です。その中で、市のほうで

随行して御説明をしたいという形になります。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。意見はあ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第７０号・令和５年度八代市一般会計補

正予算・第６号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午前１０時２９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３０分 本会） 

◎議案第８５号・令和５年度八代市一般会計補

正予算・第７号 
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○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、議案第８５号・令和５年度八代市一般

会計補正予算・第７号を議題とし、歳入及び歳

出の第８款・消防費について、財務部から説明

願います。 

○財務部次長（岩瀬隆敏君） 財務部、岩瀬で

ございます。引き続きよろしくお願いいたしま

す。失礼しまして、着座にて説明いたします。 

 それでは、お手元のタブレットにて、議案第

８５号・令和５年度八代市一般会計補正予算・

第７号をお願いいたします。 

 今回追加をお願いしますのは、今月３日に開

催されました第７回熊本県女性消防操法大会に

おいて、八代方面隊本部分団が優勝し、第２５

回全国女性消防操法大会へ出場することから、

その経費を補正するものでございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額でございます

が、歳入歳出それぞれ３６０万円を追加し、補

正後の総額を歳入歳出それぞれ６４８億２２０

万円としております。 

 それでは、８ページをお願いします。 

 まず、歳入でございます。上段の表、款１

１、項１、目１、節１・地方交付税は２９１万

２０００円を追加しておりまして、今回の補正

予算の一般財源でございます。 

 次に中段の表、款２１・諸収入、項４、目

５、節８・雑入で、全国女性消防操法大会出場

隊旅費助成金６８万８０００円を追加しており

ます。これは、公益財団法人日本消防協会及び

一般財団法人熊本県消防協会からの大会出場旅

費に係る経費の一部に対する助成金でございま

す。 

 次に歳出でございます。 

 下段の表、款８、項１・消防費、目２・非常

備消防費は、説明欄の消防操法大会等事業とし

て３６０万円を追加しております。これは、先

ほど申しました八代方面隊本部分団の全国女性

消防操法大会への出場経費としまして、節８・

旅費の３２１万２０００円は、消防団員２２人

分及び職員５人分として、節１１・役務費の１

９万２０００円は、団旗、のぼり旗等の運搬

費、節１７・備品購入費の１２万６０００円

は、消防ホース等の購入費、節１８・負担金補

助及び交付金の７万円は、全国大会出場に際し

ての助成金でございます。 

 来月２１日、東京臨界広域防災公園にて開催

される大会において、前回と同様の成績を収め

られることを期待するところでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（田方芳信君） すいません、この消防

費の中でホースを今度買われるということです

けど、そのホースというのは、普通のホースと

その大会に使うホースというのはやはり全然違

うわけですか。 

○理事兼危機管理課長（増田智郁君） おはよ

うございます。危機管理課、増田でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 ホースの種類でございますが、通常火災用で

使われるホース、あと競技用のホースというふ

うに分けられておりまして、今回購入を考えて

おりますのは、競技用のホースの購入を予定を

いたしております。 

 以上でございます。 

○委員（田方芳信君） はい、分かりました。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

○委員（堀 徹男君） 旅費についてお伺いを

したいと思いますけど、２２名の消防団員さん

が随行されるということで聞きましたけれど

も、その２２人という人数が、どういう積算を

されて連れていかれるのかというのをお聞きし
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たいと思います。 

○理事兼危機管理課長（増田智郁君） ただい

ま御質問の２２名の内訳でございますが、ま

ず、今回優勝いたしました八代方面隊本部分団

の中にあります女性隊の方が１０名いらっしゃ

います。八代方面隊ですので、男性隊員もおり

ますので、そのうち、さらに男性隊員を３名、

さらに八代市の消防団長、それと各方面隊長、

それと指導員さん、それと実際に技術を指導し

ていただく消防署、八代消防本部から１名御参

加されて、合計２２名という形でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） いいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

○委員（堀 徹男君） 操法大会、私もです

ね、３回出場して、これの大変さというのは、

よーく分かってるんですよね。２２名、応援が

多ければ多いほどですね、気合も入ったりとか

するわけですけど、限られた予算の中で行くと

いうことでありますので、精いっぱい応援をし

ていただいてですね、また、全国優勝という

ね、栄誉を勝ち取っていただけるように願って

おります。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに意見はありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第８５号・令和５年度八代市一般会計補

正予算・第７号については、原案のとおり決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第７３号・専決処分の報告及びその承認

について（令和５年度八代市一般会計補正予

算・第５号（関係分）） 

○委員長（古嶋津義君） 次に、事件議案の審

査に入ります。 

 まず、議案第７３号・令和５年度八代市一般

会計補正予算・第５号中、当委員会関係分に係

る専決処分の報告及びその承認についてを議題

とし、説明を求めます。 

○財務部次長（岩瀬隆敏君） 財務部、岩瀬で

ございます。三たびよろしくお願いいたしま

す。失礼しまして着座にて説明いたします。 

 それでは、お手元のタブレットにて議案書の

１ページをお願いします。 

 議案第７３号・専決処分の報告及びその承認

についてでございます。 

 ２ページをお願いします。 

 専決第５号・令和５年度八代市一般会計補正

予算・第５号ですが、内容は、先月８月に襲来

しました台風６号により被災した施設の災害復

旧経費について、本年８月２１日付で専決処分

を行ったものでございます。 

 それでは、５ページをお願いします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額でございます

が、歳入歳出それぞれ９４０万円を追加し、補

正後の総額を歳入歳出それぞれ６４６億８７０

０万円としております。 

 また、第２条で地方債の補正をお願いしてお

りますが、内容につきましては７ページをお願

いいたします。 

 第２表、地方債補正でございます。表中、災

害復旧事業は、補正前の限度額６億６８２０万

円に９４０万円を追加し、補正後の限度額を６

億７７６０万円としております。 

 それでは、総務委員会付託分について、歳入
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のみとなりますが、１１ページをお願いいたし

ます。 

 款２２、項１・市債、目９・災害復旧債、節

２・公共土木施設災害復旧債で、道路橋梁施設

災害復旧事業９４０万円を追加しております。

これは、本年８月の台風６号により被災した市

道五家荘～椎葉線の測量設計委託及び応急仮工

事並びに市道八八重～四方田線の土砂撤去に要

する経費に充てるもので、充当率１００％の災

害復旧事業債でございます。 

 以上で説明を終わります。御承認のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。質疑ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） 以上で質疑を終了い

たします。 

 意見がありましたら、お願いします。意見は

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第７３号・令和５年度八代市一般会計補

正予算・第５号中、当委員会関係分に係る専決

処分の報告及びその承認については、承認する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は承認されました。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午前１０時４２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４３分 本会） 

◎議案第７４号・財産の無償譲渡について（鏡

町下村字屋敷の土地） 

○委員長（古嶋津義君） 本会に戻します。 

 次に、議案第７４号・鏡町下村字屋敷の土地

に係る財産の無償譲渡についてを議題とし、説

明を求めます。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）財産経営課の塩塚でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。失礼して着座にて御

説明申し上げます。 

 それでは、タブレット端末の議案書の１３ペ

ージをお願いいたします。 

 議案第７４号・財産の無償譲渡についてでご

ざいますが、本件は、１、譲渡する土地に記載

の鏡町下村字屋敷の２筆の土地につきまして、

２、譲渡の相手方として、鏡町下村区長に対し

て無償譲渡をするものでございますが、財産を

無償譲渡することについて、地方自治法の規定

により議会の議決をお願いするものでございま

す。 

 議案書の次のページ、１４ページには位置図

をお示ししておりますので、御確認をお願いい

たします。 

 それでは、別紙の説明資料にて経緯などにつ

いて御説明いたします。 

 右肩に記載があります総務委員会資料、議案

第７４号関係の資料をお願いいたします。見出

しがオレンジ色のものとなっております。 

 資料左側の１、無償譲渡を行う理由といたし

ましては、鏡町下村の土地は、自治会等として

財産の所有が認められなかった時代に、下村区

の代理として旧鏡町が取得したものでございま

す。 

 その後、地縁団体として認可された下村区か

ら、登記簿上の土地の所有権を戻してほしいと

の要望があり、本市が当該地を取得した経緯が

土地購入寄附金を受領しての用地売買であるこ

と、また相続人からの寄附であること、さらに

両者間の立場を踏まえた覚書も締結しているこ

とから、認可地縁団体の要件を満たした下村区

に対して、今回、無償譲渡の手続を行うもので
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ございます。 

 資料左下の２、現況及び経緯についてです

が、まず①八代市鏡町下村字屋敷４３４番地２

の土地につきましては、資料右側の３、位置図

の左下部分を赤枠で囲っている土地になりま

す。地目は宅地で面積は８１１.３０平方メー

トル、現況といたしましては、下村地区集落農

事集会所の敷地として使用されている土地でご

ざいます。 

 その土地の経緯といたしましては、昭和６２

年９月及び１０月に、当時の有佐農業協同組合

から八代郡鏡町へ土地の売買及び移転登記がな

されております。また、同年１１月、１２月に

は、下村地区集落農事集会事業に対する土地購

入指定寄附金として、下村区から鏡町長に寄附

があり、それに対する寄附金の受領及び当該土

地の所有や管理に関する覚書の締結がなされて

おります。 

 令和４年３月に下村区が地縁団体として認可

を受けられた後、譲渡の要望があり、本年８月

に土地の売買の仮契約を締結したところでござ

います。 

 次に、②八代市鏡町下村字屋敷５４７番地の

土地につきましては、資料右側の３、位置図の

右上部分の赤枠で囲っている土地になります。

地目は宅地で面積は２０７.３９平方メート

ル、現況は鏡町消防団第１０分団第２部の積載

車格納庫敷地として使用されている土地でござ

います。 

 経緯といたしましては、昭和５１年５月に、

土地所有者の相続人から八代郡鏡町に対しまし

て、村の公民館敷地として土地の寄附がなさ

れ、同年６月に移転登記がなされるとともに、

当該土地の所有や管理に関する覚書が締結され

ております。 

 令和４年３月に下村区が地縁団体として認可

された後、本年８月に土地の売買の仮契約を締

結したところでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく

お願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（髙山正夫君） 無償譲渡に関しては全

く異論ございませんが、管理ですね。今後の管

理というのは、譲渡した土地にはどういったふ

うになっていきますか。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 御質問の、今

後の管理につきましては、下村区のほうで全て

の管理をされることになっております。 

 以上でございます。 

○委員（髙山正夫君） それについてはもう合

意されてるということでよろしいでしょうか。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 御説明を申し

上げて御納得をいただいておるところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

○委員（堀 徹男君） １点。現在の登記簿上

の所有者は市ですか。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） おっしゃると

おり八代市でございます。 

○委員（堀 徹男君） じゃ、譲渡で所有権移

転の登記は、この可決後に当該自治会で負担さ

れて登記をされるということでよろしいです

か。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 御質問の、所

有権移転登記をされる際にですね、登録免許税

が必要になりますけども、それは地元自治区下

村区のほうで御負担されることになっておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） はい、分かりました。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 
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（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。意見はあ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第７４号・鏡町下村字屋敷の土地に係る

財産の無償譲渡については、可決するに賛成の

方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は可決されました。 

                              

◎議案第７６号・訴えの提起について 

○委員長（古嶋津義君） 次に、議案第７６

号・訴えの提起についてを議題とし、説明を求

めます。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 財産経営課の

塩塚でございます。引き続きよろしくお願いい

たします。着座にて説明をさせていただきま

す。 

 それでは、タブレット端末の議案書の１７ペ

ージをお願いいたします。 

 議案第７６号・訴えの提起について御説明い

たします。 

 本件は、八代市立病院跡地の一部にある個人

所有地について、時効取得を原因とする所有権

移転登記手続を求める訴えを提起することにつ

いて、地方自治法の規定により議会の議決をお

願いするものでございます。 

 次のページ、議案書の１８ページには物件目

録、それと議案書の１９ページには位置図をお

示ししておりますので、御確認をお願いいたし

ます。 

 それでは、別紙の説明資料にて経緯などを御

説明いたします。 

 右肩に記載があります総務委員会資料、議案

第７６号関係の資料をお願いいたします。見出

しが緑色の資料でございます。 

 資料左側の１、訴えの提起を行う理由といた

しましては、八代市立病院は、平成３１年３月

に閉院となった後、建物の解体を行ったところ

でございますが、敷地内に一部個人所有の土地

がございます。 

 登記簿上の所有者を八代市に移転する必要が

ありますが、所有者死亡（昭和４６年９月３

日、海外で他界）、その相続人も所在不明なた

め、登記ができない状況となっております。こ

のことから、所有権の移転を行うためには、時

効取得が唯一の方法でありますために、訴えを

提起するものでございます。 

 資料左下の２、現況及び経緯についてです

が、旧市立病院の敷地内にある個人所有の土地

は、妙見町字観行寺１４９番で、資料右側の

３、位置図の右上部分を赤枠で囲っている土地

でございます。地目は田で、面積は５３５平方

メートルでございます。 

 その土地の経緯といたしましては、①昭和２

８年頃、八代市立病院の病棟を増築するための

敷地として土地を取得しておりますが、当時、

所有者が海外へ移住され、連絡が取れず、所有

権移転登記ができなかったところでございま

す。③平成３１年３月に八代市立病院が閉院さ

れ、④令和２年に建物の解体を行っておりま

す。その後、今回の妙見町字観行寺１４９番の

所有権移転に向けての手続を開始いたしており

ます。⑤令和２年から３年度に土地家屋調査士

による土地の境界確定及び敷地の測量、司法書

士による土地の相続人の調査を実施しておりま

す。⑥令和３年から４年度には、相続人調査の

結果、相続人の所在が不明であったことから、

不在者財産管理人を選任してもらうように、熊

本家庭裁判所八代支部へ申立てを行い、選任を

認めるとの審判をいただいております。⑧今年
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度に入りまして、不在者財産管理人を被告とし

て、本市代理人である弁護士による時効取得に

よる所有権移転請求の訴訟の提起をしておりま

す。 

 訴訟で勝訴となれば、本市への所有権移転登

記が可能となるものでございます。なお、昭和

２８年９月１５日に当該土地の取得から今日ま

での約７０年間、善意で平穏かつ公然と所有の

意思をもって占有していることから、土地の取

得から昭和４８年９月１５日をもって、２０年

の経過による時効取得が完成したことになりま

す。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく

お願いいたします。 

○委員長（古嶋津義君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（堀 徹男君） 時効取得なんですけ

ど、民民では成立したと、たしか思うとですけ

ど、今回のケースと逆の場合はたしか成立しな

かったんですけど、今回のケースは成立するん

ですか。民有地を官が時効取得するというの

は。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 御質問の件で

ございますが、一応民法の１６２条にですね、

所有権の取得時効の規定がございまして、そち

らに公有地とか、民有地という、官民という規

定はございませんので、２０年間ですね、所有

したというところで、その規定にのっとったも

のであると考えております。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） じゃ、確認なんですけ

ど。公有地を２０年間、民間の方が占有してい

て気づかなかったと、自治体がね、官が。その

場合でも時効取得って、今のあれだったら成り

立つんですか。そのケースはないって聞いたけ

ど。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 申し訳ありま

せん。具体的な細かいところまではちょっと承

知をしていないところではございますが、民法

のその他の規定のところでですね、同様の所有

権の取得時効についての関連規定があったかと

思いますけども、その中ではですね、やはりこ

のような形でですね、所有権を主張するといっ

たことについての関連の規定があったかと思い

ます。ちょっと申し訳ありません。細かいとこ

ろは把握しておりませんが、そういう意味でで

すね、所有権を主張し続けるということが重要

なのかなというふうには考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい、分かりました。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

○委員（髙山正夫君） 時効取得日の起算日で

すね、昭和２８年９月１５日というのは、これ

は実際訴える時点で代理人とはちゃんと、この

起算日は有効ということでよろしいんでしょう

か。何か台帳上での９月１５日となっています

が。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 御質問の、昭

和２８年９月１５日の起算日ということでござ

いますが、一応代理人と協議の上で決定してお

るところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（古嶋津義君） よろしゅうございま

すか。 

○委員（髙山正夫君） はい。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

○委員（堀 徹男君） 関連する質問になると

思うんですけど、同じようなケースがですね、

結構あると思うんですよ。それは把握されてま

すか。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 申し訳ござい

ません。現在のところ、その他の土地につきま
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しては把握ができておりません。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） はい、分かりました。 

○委員長（古嶋津義君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で質

疑を終了いたします。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（堀 徹男君） 土地の所有権移転等の

数ですね、登記。もう、これ登記が最大のです

ね、所有権主張の根拠になるんですよね。ほか

にもですね、そういった事例をですね、私聞い

たことがあります。登記ミス、あるいは境界の

確定ミスで、民有地を市が管理し続けていたり

とかですね。そういったケースもですね、聞き

及んでおりますので、先ほどないと、分からな

いと、把握されてないということなんですけ

ど、ぜひともですね、機会を捉えて、何だっ

け、今自治体取り組んでいる土地の地籍調査

等々がですね、発見された場合にはですね、す

べからくやっていただきたい、進めていただき

たいなというふうに思います。 

○委員長（古嶋津義君） ほかに御意見ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第７６号・訴えの提起については、可決

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（古嶋津義君） 挙手全員と認め、本

案は可決されました。 

 執行部は退室願います。 

（執行部 退席） 

○委員長（古嶋津義君） 次に、本委員会に付

託となっている請願・陳情はありませんが、郵

送等にて届いております要望書等につきまして

は、タブレット端末にて御確認をお願いいたし

ます。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了しました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎所管事務調査 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査 

○委員長（古嶋津義君） 次に、当委員会の所

管事務調査２件を一括議題とし、調査を進めま

す。 

 当委員会の所管事務調査は、行財政の運営に

関する諸問題の調査、総合計画の策定推進等に

関する諸問題の調査、以上の２件です。 

 当委員会の所管事務調査について、何かあり

ませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） なければ、以上で所

管事務調査２件についてを終了いたします。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き、閉

会中の継続調査の申出をしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（古嶋津義君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程を全部終了いたし

ました。これをもって総務委員会を散会いたし

ます。 



 

－15－

（午前１１時０２分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和５年９月２７日 

総務委員会 

委 員 長 
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